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様式４ 

令和元年度第５回 

富士見市市民参加及び協働推進委員会 

議事録 

日  時 令和２年１月２２日（水） 
開会 午後７時００分 
閉会 午後８時３６分 

場  所 富士見市役所２階 市長公室 

出 席 者 

委 員 

松島委員長 朝賀副委員長 長ケ原委員 髙野委員 鈴山(美)委員 

○ ○ ○ 〇 欠 

東海林委員 鈴山(将)委員 桑原委員 小森委員 平木委員 

○ ○ 〇 ○ ○ 

事 務 局 協働推進課 荒田課長、石川副課長、赤田主査、久保田主事 

公 開 ・ 
非 公 開 

公開（傍聴者なし） 

議 題 

 

１ 開会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 議題 

（１）令和元年度審議会等設置状況調査結果報告 

 

（２）富士見市協働事業提案制度の進捗状況報告 

   ・平成３０年度採択協働事業の完了報告 

   ・令和元年度協働事業候補の選定結果報告 

 

（３）富士見市協働事業提案制度の見直しについて 

 

（４）その他 

 

４ 閉会 

 



- 2 - 

 

議 事 内 容 

 

 

荒田課長 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

委 員 

 

 

 

事務局 

 

１ 開  会 

 開会あいさつ 

 

２ 委員長あいさつ 

あいさつ 

 

３ 議  題 

富士見市市民参加及び協働推進委員会条例第６条第１項の定めに

より、松島委員長が議長となり、議事を進行した。 

 

（１）令和元年度審議会等設置状況調査結果報告 

資料１ 審議会等の委員比率について（令和元年１０月１日現在） 

 

 資料に基づき説明。今後も公募委員、女性委員の選任に努めるよう、

各所属へ働きかけていく。 

 

○公募委員の選任状況 

  ・審議会等数：２３件／全４５件 

  ・人数：４５人／全５５４人 

  ・比率：８．１％ 

 

○女性委員の選任状況 

 ・審議会等数：４３件／全４５件 

 ・人数：１７６人／全５５４人 

 ・比率：３１．８％ 

 

○現在委員を任命していない審議会等 

  ・１０件 

 

＜質疑・意見＞ 

女性委員比率が６０％を超えている審議会が３件あるが、その理由

は何か。 

 

主に、審議会の性質上、関係団体に女性が多いことが挙げられる。 

 

女性委員比率の低い審議会等も報告書に記載してほしい。また、公

募委員と女性委員の相関性はどうなっているのか、検証した方がよ

い。 

 

次年度以降、検討したい。 
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委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）富士見市協働事業提案制度の進捗状況報告 

・平成３０年度採択協働事業の完了報告 

今年度実施している２事業について報告。 

 

○事業「富士見ぞう列車がやってきたコンサート」 

  ・コンサート開催日：令和元年８月３１日（土） 

  ・市民公募合唱団参加者数：６４名 

  ・当日来場者数：５４０名超 

  ・事業完了 

 

○事業「ミニ鉄道運転会４０周年記念車両製作」 

  ・車両色ぬりイベント開催日：令和元年１２月１４日（土） 

  ・イベント参加者数：１２名（小学生８名・保護者４名） 

  ・外装デザイン：一般公募し、応募された市民のデザインを採用 

 

○事業報告会 

  ・日時：令和２年５月２０日（水）午後７時～ 

 ・場所：市役所１階 全員協議会室 

 

＜質疑・意見＞ 

 事業報告会を傍聴できるのか。 

 

 公開で開催するため、傍聴は可能である。 

 

 事業報告会の際には、コンサートの映像が見られるとよい。 

 

 実施団体等と調整したい。 

 

・令和元年度協働事業候補の選定結果報告 

令和元年度市民提案型協働事業プレゼンテーションで提案された

事業『みずほ台駅開設の日をみんなで祝う「みずほ台の日」』につい

ては、本委員会による選考に関する意見を踏まえ、庁内委員会（令和

元年１１月２８日開催）で協議した結果、協働事業候補に選定した。

選定結果を市長へ報告し、令和２年度一般会計予算が内示されたこと

を受け、令和２年１月１７日付で提案者及び担当課へ通知した。 

 

＜質疑・意見＞ 

なし 

 

（３）富士見市協働事業提案制度の見直しについて 

資料２ 協働事業提案制度の流れ 

資料３ 採択協働事業の実施にあたって(実施団体向けパンフレット) 



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 富士見市協働事業提案制度実施要綱 

資料５ 富士見市採択協働事業補助金交付要綱 

資料６ 富士見市協働事業提案制度完了報告書 

「富士見ぞう列車がやってきたコンサート」 

資料７ 富士見市採択協働事業補助金実績報告書 

「富士見ぞう列車がやってきたコンサート」 

資料８ 富士見市協働事業提案制度 協働事業報告 

「座敷ぼうき製作技能伝承者の育成事業」 

資料９ 協働事業提案制度 提案事業一覧 

（市民提案型協働事業・行政提案型協働事業） 

 

 前回の会議で説明した現在把握している本制度の課題４点のうち、

「手続きの煩雑さ」に関して、制度の流れや提出書類等について、資

料に基づき説明。 

前回の会議で提案したアンケート案について、実施の可否や実施内

容等について協議していただき、庁内委員会で最終決定したい。 

現行制度の課題点については、今回と次回の会議にかけて洗い出し

ていく。 

 ・資料の訂正： 

   資料２の市民提案型及び行政提案型協働事業の「採択・不採択

の決定」及び「協働事業開始に向けた準備」は、初年度の『３月』

へ訂正する。 

 

＜意見＞ 

○アンケート案について 

 ・実施の可否：実施 

 ・対象：平成２７～３０年度に採択した事業を実施した団体、及び

市の担当部署 （資料９掲載の№１～１２） 

 ・設問内容： 

①作業負担や課題点の選択肢ごとに具体的な内容及び改善方法

を記入できる欄を設ける。 

②課題点の選択肢にスケジュール、市の協力を加える。 

   ③制度に関する意見の自由記述欄を設ける。 

 

○課題点について 

 ・募集の周知方法： 

広報での周知が遅い。募集開始月より２か月程度早く掲載した

方がよい。 

地域の団体等に直接働きかけ、口コミしてもらえるとよい。 

 ・提案から採択までのスケジュール： 

採択決定が３月下旬であるため、４月の事業開始に向けた準備

が困難ではないか。 

１事業の実施に３年かけて提案～報告するのは長い。 
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事務局 

 ・アイデア提案の仕組み： 

   市民提案型や行政提案型協働事業で事業化する働きかけをし

たらよい。小・中学校の総合学習等に活用してもらえないか。 

   登録期間を定めず、無期限としてもよいのではないか。 

   提案者の実施に限ると提案のハードルが高くなる。自らが実施

しなくてもよいのはないか。 

 ・提案者の要件： 

   市内在住・在勤・在学に限らず、近隣大学に通う学生など市外

も含められないか。 

 ・継続性： 

   １事業１回限りではなく、例えば３年など、数年にわたり実施

できるとよい。 

 

＜質疑＞ 

 採択する事業数の定めや、目標数はあるのか。 

 

 採択事業数は定めていない。各年度の目標として、市民提案型・行

政提案型協働事業をあわせて４件程度と考えている。 

 

アイデア提案とはどういうものか。 

 

 市民提案型や行政提案型協働事業への転換を前提に事業のアイデ

アを最長３年間登録する制度である。以前登録したアイデアには、観

光資源を生み出すための事業などがあった。 

 

（４）その他 

・富士見市自治基本条例の手引き 

令和元年１２月に富士見市市民参加手続規則及び富士見市審議

会等の設置運営に関する指針、審議会等の運営及びパブリックコメ

ントの運用に関するマニュアルを改正。改訂した富士見市自治基本

条例の手引きを配付。 

 

・第６回推進委員会 

  日時：令和２年３月１１日（水）午後７時～ 

  場所：市役所２階 市長公室 

 

・現在募集しているパブリックコメント「第二期富士見市子ども・子

育て支援事業計画（案）」への意見数を把握しているか。 

 

現在、把握していない。来年度の委員会で、実施状況の報告を行う。 

 

４ 閉  会 
 


